
産業まつりが開催されました！

　２月１０日、村産業まつりにおいて、川上犬の贈呈式が
行われました。
　贈呈式では、長野県川上村の藤原忠彦村長より長浜村
長へ、川上犬の雄と血統書が手渡されました。名前も発表
され『うんなレタ助』と命名されました。藤原村長は「最初
に名前を聞いた時、とてもいい名前だと感動した。友好姉妹犬として、恩納村民の皆様に可愛がっていただけ
ればと思います」と挨拶し、長浜村長は「川上村の貴重な川上犬を贈呈頂きまして、誠にありがとうございまし
た。両村の友好の証として大切に育てていきたいと思います」と挨拶しました。

　長野県南佐久郡川上村に伝わる純粋な日本犬。その昔、川上村の主

産業であったカモシカ猟で活躍してきた猟犬。昭和５８年、純血種と貴重

さを認められ、長野県天然記念物に指定。現在、全国にも３００頭前後し

かおらず、非常に貴重な犬です。耳や目が三角形で、赤柴・黒柴・白柴・赤

白の毛色を持つ、信州柴犬より体型がやや大きく精悍な、小型犬。

川上犬贈呈式

川上犬とは・・・

　２月１０日、１１日に村ふれあい体験学習
センターで第２０回恩納村産業まつりが開
催されました。
　会場には村内で生産・製造された商品
の販売やリゾートホテル自慢のカレー、友
好都市（石狩市・川上村・吉備中央町）の
特産品販売など多くの出店がありました。
また、「産業まつり」や「お宝認定」、「琉歌大
賞」の表彰式も行われました。
　ステージイベントでは、お笑いや音楽ラ
イブ、マグロの解体ショーなどが行われ多
くの来場者で賑わいました。

　村商工会女性部（當山美津部長、２３人）が旧正月前日の２
月１５日、村婦人の家でお節料理作りをしました。
　手作りによるお節料理を地域のお年寄りに提供することを
目的として、村内の８５歳以上で１人暮らし世帯のお年寄り１４
１人に宅配されました。女性部のボランティア活動の一環とし
て行われているこの活動は、今年で２６回目。部員のほとんど
が前日から食材の仕込み、調理や盛り付けをしました。お重に
は當山部長が詠んだ琉歌「戌年ゆ迎けて　からた念願ぬ　女性部ぬ想い　折に詰めて」が書かれた熨斗紙
が添えられ、當山部長は「喜んでもらえると自分たちもうれしくなる。お節料理も琉歌も楽しんでほしい」と笑
顔で話しました。
　食材は村内の農家や、おんなの駅「なかゆくい市場」からの提供され、配達には民生委員や自治会の協力
のもと、地域が一体となり取り組まれました。

　中学３年生を対象に、受験への不安・課題克服を目指す場として
開設された「未来塾」（主催：恩納村学力向上推進委員会）の閉講式
が３月1日、役場会議室で行われ、教育委員会や村内中学校代表生
徒、塾講師を務めた名桜大学の学生らが参加しました。
　未来塾は平成２３年度より開設され今年で７年目。本年度は昨年
９月から毎週火・木曜日に各中学校で大学生が講師となり、９１名が
受講しました。受講料は無料で使用するテキストについても村学力
向上推進委員会より無償で提供されました。
　各学校の生徒代表は「受験への不安が克服できた。全員合格を目指し最後まで頑張っていきたい」と意気込
みを語り、當山欽也教育長は「入学試験には万全の体調で臨んでください。合格するまでの努力と経験は高校
生活でも必ず役に立ちます」と受験生を激励しました。

　２月２４・２５日の両日、博物館で生涯学習講座等成果発表会が開催されました。
　両日に行われた展示発表では、講座（各種教室）経過報告写真や受講生が作成した革細工などの展示や各
種講座の皆さんによる舞台発表がおこなわれました。
　発表会は公民館などで講座を受講した生徒たちの作品を発表する機会として行われています。
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